
線分�$%�を��：��に内分する点�3�と外分する点�4�を下の図に記入せよ。１.

$ %

△$%&�の外心を�2，内心を�,，重心を�*�とする。下の図の角�D，E�と線分の長さ�[，\��２.

を求めよ。
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���　$% �，%& �，&$ ��である�△$%&�において，�$�の外角の二等分線が直線�３.

　%&�と交わる点を�'�とする。線分�&'�の長さを求めよ。

���　△$%&�において，%& �，&$ �，$% ��とする。�$�およびその外角の二等分

　線が直線�%&�と交わる点をそれぞれ�'，(�とするとき，線分�'(�の長さを求めよ。

△$%&�において，辺�%&�の中点を�0�とし，�$0%，�$0&�の二等分線が辺�$%，４.

$&�と交わる点をそれぞれ�'，(�とする。このとき，'(6%&�であることを証明せよ。

$

% &

2

������

D

��� ���
���

E

���
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$

% &

△$%&�の外心を�2�とする。

右の図の角�D，E�を求めよ。

５.

外心と垂心が一致する�△$%&�は正三角形であることを証明せよ。６.

,

$

% &

���

���

[

△$%&�の内心を�,�とする。

���　右の図の角�[�を求めよ。

���　直線�%,�と辺�$&�の交点を�(�とする。$% �，%& �，

　$& ��であるとき，%,：,(�を求めよ。

７.

$

% &

'*

右の図の�△$%&�において，*�は�△$%&�の重心で線分�

*'�は辺�%&�と平行である。

このとき，△'%&�と�△$%&�の面積比を求めよ。

８.

% &

'$

(

0

平行四辺形�$%&'�において，辺�%&�の中点を�0�とし，

$0�と�%'�の交点を�(�とする。

このとき，△%0(�の面積と平行四辺形�$%&'�の面積の比

を求めよ。

９.

$

' (

% 0 &

��

��△$%&��の辺�%&�の中点を�0�とし，�$0%，�$0&�

の二等分線が辺�$%，$&�と交わる点を�'，(�とする。

このとき，'(�の長さを求めよ。ただし，%& ��，

$0 ���とする。

10.
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$

3
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4

% &

図の�△$%&�において，$% �，%& ��，&$ ���とし，

△$%&�の内接円の中心を�,�とする。,�を通り辺�%&�に平行な

直線が，辺�$%，辺�$&�と交わる点をそれぞれ�3，4�とする

とき，線分�34�の長さを求めよ。

11.

$

% &'

()

△$%&�の辺�%&，&$，$%�の中点を，それぞれ�'，(，)�

とすると，△$%&�と�△'()�の重心が一致することを証明

せよ。

12.

�$%&�の辺�%&，&$，$%�を��：��に内分する点をそれぞれ�'，(，)�とする。13.

�$%&�と��'()�の面積比を求めよ。

���　△$%&�の内心を�,�とする。このとき，△$%,：△%&,：△&$,�の比を求めよ。14.

���　△$%&�の内部に���点�3�がある。△$%3 △%&3 △&$3�の場合，3�は�△$%&�

　のどのような点か。

$

5 4

% 3 &

右の図において，$5：5% �：�，%3 3&�のとき�$4：4&�

を求めよ。

15.

$

5
4

% & 3

右の図において，$5：5% �：�，%3：&3 �：��

のとき�&4：4$�を求めよ。

16.

$

% &

3
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△$%&�で辺�$%�を��：��に内分する点を�3，辺�$&�を�

�：��に内分する点を�4，線分�%4�と�&3�の交点を�5�と

する。直線�$5�と辺�%&�の交点を�0�とし，%& ���で

あるとき，%0�の長さを求めよ。

17.

��辺の長さ���の正三角形�$%&�において，%&�を��：��に内分する点を�'，&$�を��：��に18.

内分する点を�(，$%�を��：��に内分する点を�)�とし，更に�%(�と�&)�の交点を�3，&)�と

�$'�の交点を�4，$'�と�%(�の交点を�5�とする。このとき，△345�の面積を求めよ。



線分�$%�を��：��に内分する点�3�と外分する点�4�を下の図に記入せよ。１.

$ %

$ %

4 3S　

 解説

$ %

4 3

△$%&�の外心を�2，内心を�,，重心を�*�とする。下の図の角�D，E�と線分の長さ�[，\��２.

を求めよ。
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S　���　D ���，E ���　　���　D ���，E ���　　���　[ �，\ 
�
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 解説
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��� ���

E

D

,

$

% &

���　点�2�は�△$%&�の���つの頂点からの距離が等しい

　から　　　2$ 2% 2&

　よって　　D ���，E ���

���　点�,�は�△$%&�の���つの内角の二等分線上にあるか

　ら　　　�D ���，E ���

�

�

[

\

$

% &

*

���　点�*�は�△$%&�の���つの中線の交点であるから

　　　　[ �，\ 
�

�

���　$% �，%& �，&$ ��である�△$%&�において，�$�の外角の二等分線が直線�３.

　%&�と交わる点を�'�とする。線分�&'�の長さを求めよ。

���　△$%&�において，%& �，&$ �，$% ��とする。�$�およびその外角の二等分

　線が直線�%&�と交わる点をそれぞれ�'，(�とするとき，線分�'(�の長さを求めよ。

S　���　�　　���　
��

�

 解説

$

% & '

���　点�'�は辺�%&�を�$%：$&�に外分するから

　　　　　　%'：'& $%：$& �：� �：�

　ゆえに　　&' �%& �

T　�%'：'& �：��までは同様。�

　よって　　�'& �%' ��%& 
�&'  ���&'

　ゆえに　　&' �

$

% ' & (

���　点�'�は辺�%&�を�$%：$&�に内分するから

　　　　　　%'：'& $%：$& �：�

　ゆえに　　'& 
�

�� �
�%& 

�

�

　また，点�(�は辺�%&�を�$%：$&�に外分するから

　　　　　　%(：(& $%：$& �：�

　ゆえに　　&( 
�

�
�%& 
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　よって　　'( '&�&( 
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△$%&�において，辺�%&�の中点を�0�とし，�$0%，�$0&�の二等分線が辺�$%，４.

$&�と交わる点をそれぞれ�'，(�とする。このとき，'(6%&�であることを証明せよ。

S　略

 解説

$

%

'

0

△0$%�において，直線�0'�は��0�の二等分線であるから

　　　　　$'：'% 0$：0%　……�①

△0&$�において，直線�0(�は��0�の二等分線であるから

　　　　　$(：(& 0$：0&　��……�②

0�は辺�%&�の中点であるから

　　　　　0% 0&　……�③

$

&

(

0

①，③�から

　　　　　$'：'% 0$：0&　……�④

②，④�から

　　　　　$'：'% $(：(&

よって，平行線と線分の比の性質から　　'(6%&
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△$%&�の外心を�2�とする。

右の図の角�D，E�を求めよ。

５.

S　���　D ����　　���　D ���，E ���

 解説

$
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D

������　D ��%$& ����� 
����  ����

T　�2%$ �2$% ���，

　�2&$ �2$& ����から

　　D ����������� ����

���　�2%$ �2$% ���

　　�2%& �2&% ���

　よって　　D ������� ���

　また　　　�2&$ �2$& E

　　　　　　���� 
�E ��������� 
�E  ����

　したがって　　E ���

T　�E�を求める別解�　　������E �D ����

　よって　　E 
����� ����

�
 ���

外心と垂心が一致する�△$%&�は正三角形であることを証明せよ。６.

S　略

 解説

$

% &'

2

△$%&�の外心を�2�とすると

　　　　　2% 2&　……�①

また，頂点�$�から辺�%&�に下ろした垂線を�$'�とする。

点�2�は，条件より�△$%&�の垂心でもあるから，点�2�は�$'�

上にある。

よって　　2'�%&　……�②

①，②�から，点�'�は辺�%&�の中点である。

ゆえに，頂点�$�は辺�%&�の垂直二等分線上にある。

よって　　$% $&　……�③

$

% &

2
(

また，頂点�%�から辺�&$�に下ろした垂線を�%(�とすると，

同様にして

　　　　　2& 2$

　　　　　2(�&$

よって，点�(�は辺�&$�の中点であり，頂点�%�は辺�&$�の垂直

二等分線上にある。

ゆえに　　%& %$　……�④

③，④�から　　$% %& &$

したがって，△$%&�は正三角形である。

,

$

% &

���

���
[

△$%&�の内心を�,�とする。

���　右の図の角�[�を求めよ。

���　直線�%,�と辺�$&�の交点を�(�とする。$% �，%& �，

　$& ��であるとき，%,：,(�を求めよ。

７.

S　���　[ ���　　���　��：�

 解説

$

% &

(

)
�

�

�

Ｉ

���　�,&% �,&$ ���，�,%$ �,%& [

　三角形の内角の和は������であるから

　　　　　　�[���������� ����

　よって　　[ ���

���　△$%&�において，直線�%(�は��%�の二等分線で

　あるから
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　　　　　　$(：(& %$：%&

　　　　　　　　　　� �：�

　よって　　$( 
�

�� �
$&

　　　　　　　��� 
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　△$%(�において，直線�$,�は��$�の二等

$

% (,

　分線であるから

　　　　　　%,：,( $%：$(

　　　　　　　　　�� �：
��

��

　　　　　　　　　�� ��：�

$

% &

'*

右の図の�△$%&�において，*�は�△$%&�の重心で線分�

*'�は辺�%&�と平行である。

このとき，△'%&�と�△$%&�の面積比を求めよ。

８.

S　�：�

 解説

$

% &

'*

(

直線�$*�と辺�%&�の交点を�(�とする。

*'6(&�であり，*�は�△$%&�の重心であるから

　　　$'：'& $*：*( �：�

このとき

　　△'%&：△$%& '&：$&

　　　　　　　　　�� �：�

% &

'$

(

0

平行四辺形�$%&'�において，辺�%&�の中点を�0�とし，

$0�と�%'�の交点を�(�とする。

このとき，△%0(�の面積と平行四辺形�$%&'�の面積の比

を求めよ。

９.

S　�：��

 解説

% &
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0

)�

�

線分�$&，%'�の交点を�)�とする。

△$%&�において，点�(�は中線�$0，%)�の交点であるから，

重心である。

よって　　　　$(：(0 �：�

したがって　　△%0( 
�

�
△%0$

　　　　　　　　　　�� 
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�
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�
△$%&
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ゆえに　　　△%0(：>$%&' �：��

$

' (

% 0 &

��

��△$%&��の辺�%&�の中点を�0�とし，�$0%，�$0&�

の二等分線が辺�$%，$&�と交わる点を�'，(�とする。

このとき，'(�の長さを求めよ。ただし，%& ��，

$0 ���とする。

10.

S　��

 解説

0'�は��$0%�の二等分線であるから

　　　　$'：'% 0$：0%

　　　　　　　　� ��：
��

�

　　　　　　　　� �：�　……�①

同様に，0(�は��$0&�の二等分線であるから

　　　　$(：(& 0$：0&

　　　　　　　　 �：�　……�②

①，②�から　　'(6%&

ゆえに　　　　�'(：%& $'：$% �：�� 
��  �：�

よって　　　　�'( 
�

�
%& 
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�
･�� ��

$

3
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% &

図の�△$%&�において，$% �，%& ��，&$ ���とし，

△$%&�の内接円の中心を�,�とする。,�を通り辺�%&�に平行な

直線が，辺�$%，辺�$&�と交わる点をそれぞれ�3，4�とする

とき，線分�34�の長さを求めよ。

11.

S　
��

�

 解説

%&634�であるから

　　　　　�3,% �,%&

また，,�は�△$%&�の内心であるから

　　　　　�,%& �3%,

よって　　�3,% �3%,

ゆえに　　3, 3%　……�①

$

3
,

4

% &
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��

�

同様にして　4, 4&　……�②

①，②�から

� 
△$34�の周  $%�$&

　　　　　　� ����

　　　　　　� ��

� 
△$%&�の周  �������

　　　　　　� ��

△$344△$%&�であり，相似比は周の比であるから　　34：%& �：�

よって，34：�� �：��から

　　　　　　34 
��

�

$

% &'

()

△$%&�の辺�%&，&$，$%�の中点を，それぞれ�'，(，)�

とすると，△$%&�と�△'()�の重心が一致することを証明

せよ。

12.

S　略

 解説

$

% &'

()

0

/

*

$'�と�)(�の交点を�/，&)�と�'(�の交点を�0�とし，

△$%&�の重心を�*�とする。

△$%&�において，中点連結定理を適用して

　　　　')6&$，('6$%

よって，四角形�$)'(�は平行四辺形であるから

　　　　)/ /(

ゆえに，'/�は�△'()�の中線である。　……�①

同様に，)(6%&，')6&$�であるから，四角形�)'&(�は

平行四辺形である。

よって　　'0 0(

ゆえに，)0�は�△'()�の中線である。　……�②

①，②�より，△'()�において，*�は中線�'/，)0�の交点であるから�△'()�の重心で

ある。

よって，△$%&�と�△'()�の重心は一致する。

�$%&�の辺�%&，&$，$%�を��：��に内分する点をそれぞれ�'，(，)�とする。13.

�$%&�と��'()�の面積比を求めよ。
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 解説
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�

$(：(& �：��であるから

　　△$)( 
�

�
△$)&　……�①

また，$)：)% �：��であるから

　　△$)& 
�

�
△$%&　……�②

②�を�①�に代入して

　　△$)( 
�

�
･
�

�
△$%& 

��

��
△$%&

同様に

　　△%') 
�

�
△%'$ 

�

�
･
�

�
△%&$ 

��

��
△$%&

　　△&(' 
�

�
△&(% 

�

�
･
�

�
△&$% 

��

��
△$%&

が成り立つ。

よって　　△'() △$%&��△$)(�△%') 
�△&('

　　　　　　　　� △$%&���� �
��

��
△$%&

　　　　　　　　� 
��

��
△$%&

ゆえに　　△$%&：△'() ��：��

���　△$%&�の内心を�,�とする。このとき，△$%,：△%&,：△&$,�の比を求めよ。14.

���　△$%&�の内部に���点�3�がある。△$%3 △%&3 △&$3�の場合，3�は�△$%&�

　のどのような点か。



S　���　$%：%&：&$　　���　重心

 解説

3

4

5

,
U

U

U

$

% &

���　点�,�から辺�%&，&$，$%�に下ろした垂線を�,3，,4，

　,5�とする。

　,�は�△$%&�の内心であるから，内接円の半径を�U�とす

　ると　　,3 ,4 ,5 U

　ゆえに　△$%,：△%&,：△&$,

　　　　 
�

�
$%･,5：

�

�
%&･,3：

�

�
&$･,4

　　　　 
U

�
$%：

U

�
%&：

U

�
&$ $%：%&：&$

$

% &

(

'

,

T　$,�と�%&�の交点を�'，%,�と�&$�の交点を�(�とする。

　このとき　△$%,：△&$, △,%'：△,'&

　　　　　　　　　　　　　� %'：'&

　$'�は��$�の二等分線であるから

　　　　　　%'：'& $%：$&

　ゆえに　　△$%,：△&$, $%：$&　……�①

　同様に考えて

　　　　　　△$%,：△%&, %$：%&　……�②

　①，②�から　　△$%,：△%&,：△&$, $%：%&：&$

$

% &

(

'

3

���　$3�と�%&�の交点を�'，%3�と�&$�の交点を�(�とする。

　△$%3 △&$3�であるから，それぞれの三角形の底辺

　を�$3�と考えると

　　　　　　%' '&

　すなわち，$'�は�△$%&�の中線である。　……�①

　同様に考えて，△$%3 △%&3�であるから

　　　　　　$( (&

　すなわち，%(�は�△$%&�の中線である。　……�②

　①，②�から，3�は�△$%&�の重心である。

$

5 4

% 3 &

右の図において，$5：5% �：�，%3 3&�のとき�$4：4&�

を求めよ。

15.

S　�：�

 解説

チェバの定理により　　
%3

3&
･
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･
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5%
 �

よって　
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�
 �　　ゆえに　

&4

4$
 
�

�

よって　$4：4& �：�

$
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% & 3

右の図において，$5：5% �：�，%3：&3 �：��

のとき�&4：4$�を求めよ。
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 解説

メネラウスの定理により
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3&
･
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5%
 �

よって　
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 �

ゆえに　
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よって　&4：4$ �：�
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△$%&�で辺�$%�を��：��に内分する点を�3，辺�$&�を�

�：��に内分する点を�4，線分�%4�と�&3�の交点を�5�と

する。直線�$5�と辺�%&�の交点を�0�とし，%& ���で

あるとき，%0�の長さを求めよ。
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 解説

%0 [�とすると　　0& ���[

チェバの定理により　　
%0

0&
･
&4

4$
･
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3%
 �

よって　　
[

��� [
･
�

�
･
�

�
 �　　　ゆえに　　[ ��　　　すなわち　　%0 ��

��辺の長さ���の正三角形�$%&�において，%&�を��：��に内分する点を�'，&$�を��：��に18.

内分する点を�(，$%�を��：��に内分する点を�)�とし，更に�%(�と�&)�の交点を�3，&)�と

�$'�の交点を�4，$'�と�%(�の交点を�5�とする。このとき，△345�の面積を求めよ。
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